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国宝 琉球国王尚家関係資料          追加 四十一点 

 

【所有者】那覇市 

 

 琉球国王尚家関係資料は、琉球国王尚家に伝来した工芸品と文書･記録類から

なる一括資料群である。平成 14 年に美術工芸品 85 点が工芸品の分野で重要文

化財に指定され、次いで、平成 18 年に文書･記録類 1,166 点を合わせて、歴史

資料分野で国宝に指定された。 

 昨年、尚家から那覇市に対し、国宝と伝来を同じにする文書･記録類 38 点及

び文書箱 1 点が寄贈され、さらに尚家文書と同等の価値を持つ首里王府の行政

文書 3点が八重山博物館より移譲された。 

今回、所有者が同一となったことから、この機をとらえて文書･記録類 41 点

及び文書箱 1点を国宝へ追加指定を行い、一括して保存を図ることとする。 

 

 

   琉球国王尚家関係資料 

            変更前      変更後(41 点追加後) 

美術工芸品     85 点          85 点 

文書･記録類   1,166 点     1,207 点(附文書箱 1点) 

 

 


